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あらまし 携帯電話や PDA(Personal Digital Assistant)の普及に伴い，1人が 1台の携帯端末を持つ状況が実現して

いる．複数のユーザが，各自の携帯端末を持ち寄り一緒にWeb検索することで，いつでもどこでも議論しながら素早

く目的の情報を検索できるものと考えられる．このような協調Web検索では，それぞれのユーザが各自の端末に保存

したコンテンツを見せ合いながら議論することで検索の目的を達成する．しかし，画面サイズが制限された携帯端末

では，保存したコンテンツの閲覧や比較が困難である．そこで本稿では，携帯端末を用いた協調Web検索におけるコ

ンテンツ比較支援インタフェースを提案する．提案インタフェースは，ユーザの意見を反映したコンテンツを共有さ

せ，それらをユーザの評価で整理し，提示することでコンテンツの比較・検討を支援する．これにより，ユーザは円

滑に議論を進めることができ，Web検索を協力して行える．
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Abstract Due to the proliferation of mobile devices, such as mobile phones and PDAs, currently most people have

their own mobile devices in Japan. In this situation, users can search the Web not only by ourselves, but together

with friends and families, which is useful to find information that meets all of our preferences and opinions. In such

collaborative browsing, users generally search the Web separately and collect contents or interest, and then share

the contents with others by showing a screen with each other. However, due to small screens of mobile devices, this

behavior is burdensome for users. Therefore, in this paper, we propose an interface to support members to share

and compare their collected contents. The proposed interface provides functionalities to share contents collected by

all members and to add reviews in order to make content search and comparison easier.
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1. は じ め に

総務省の調査によると，2009 年現在の携帯電話の人口普及

率は 88.5%にのぼると報告されており，1人が 1台の携帯電話

を持つ状況が現実となりつつある [7]．さらに，これらの携帯電

話のうち，83.4%はインターネットに接続可能であり，いつで

もどこでもWebにアクセスして情報を得ることが可能になっ

た [4]．また日常生活において，自分一人で行うWeb検索だけ

でなく，複数人で共通の目的のもと議論しながら，協調して

Web検索を行う状況も起こっている．Morrisらの調査 [2] [8]に

よると，複数ユーザが対話を行いながら協調してWebから情

報を検索する行為が広く行われていることが明らかとなってい

る．例えば，オフィスで同僚と新しいビジネスに関する情報を

検索する，友人と一緒に学校の宿題に関係する情報を検索する

場合などが挙げられる．本稿では，このような複数ユーザが共

通するテーマについて協力してWebから情報検索することを

協調Web検索と呼ぶ．一般的な協調Web検索は，1台のデス

クトップ PCの周りにユーザが集まって行ったり，遠隔環境に

いるユーザが各自のデスクトップ PCを用いてWeb検索を行

うことが多かった．

このような携帯端末による協調Web検索を，携帯端末を用

いて行うことで，ユーザは場所に縛られることなく，いつでも

どこでも議論しながら素早く目的の情報を検索できるものと考

えられる．例えば，カフェで友人とWeb検索し，夏休みの旅

行計画を立てたり，友人との旅行先でご当地グルメで有名な飲

食店を検索できる．

このような協調Web検索では，作業のプロセスや，端末操

作などのユーザの動作は，デスクトップ PCを用いる場合と異

なる．携帯端末のみを用いた協調Web検索におけるユーザの

動作の特徴を明らかにするために行った準備実験の結果，(i)簡

潔な操作でWebページの中から重要な箇所を端末に保存でき

ること，(ii)ユーザの意見や評価を保存したコンテンツに付加

できること，(iii)保存したコンテンツを参照する際に，容易に

目的のコンテンツを探し出せること，(iv)コンテンツを比較す

る際に端末を見せ合うことなく，自身の端末で他ユーザの保存

したコンテンツが閲覧できること，が必要であると分かった．

そこで本稿では，上記の要求を満たすことを目的とし，携帯端

末を用いた協調Web検索のためのコンテンツ比較を支援する

インタフェースを提案する．提案インタフェースでは，ユーザ

の意見が付加されたコンテンツを共有させ，ユーザの評価や時

間，URL の条件で整理し，ユーザに提示することでコンテン

ツの比較・検討を支援する.

本稿の構成は以下のようになっている．2章では，協調Web

検索に関する既存研究を紹介し，本研究との関連を述べる．3

章では，準備実験について述べ，携帯端末のみを用いた協調

Web検索の特徴について考察する．4章では，準備実験から得

られた知見を基に設計した提案インタフェースについて述べる．

5章では，提案インタフェースの有用性を検証するために行っ

た評価実験について述べる．最後に 6章で，まとめと今後の課

題について述べる．

2. 関 連 研 究

複数ユーザによる協調Web検索支援を目的とした研究はこ

れまで数多く行われている．本章では，代表的な既存研究と本

研究の位置づけについて述べる．

2. 1 遠隔環境における協調Web検索支援

Morrisら [9]は複数台のデスクトップ PCを用いて，離れた

場所にいるユーザの協調Web検索を支援するシステムを提案

している．ユーザ間のチャット機能に加え，他ユーザが勧める

ページをキューに貯め，ページ毎にユーザのコメントなどのメ

タデータを付与する機能を実現している．これは，グループ間

の検索作業に対する意識統一の支援と作業の分担，持続を目的

としている．

Paulら [10]は，Morrisらの支援システムからさらに発展さ

せ，検索作業中のユーザ間の会話や意思，検索動機などを時系

列で一元的に表示し，ユーザ間で共有できる協調作業支援シス

テムを提案している．これは，作業を後で見返すときに，協調

作業過程においてユーザが結論に至った軌跡を辿ることの支援

を目的としている．

Wiltseら [11]は複数台のデスクトップ PCと携帯端末を用い

て，離れた場所にいるユーザ間の協調Web検索を支援するシ

ステムを提案している．ユーザは閲覧画面を他ユーザと共有し

ながらWeb検索を行う．他ユーザとの簡易チャットに加えて，

閲覧中のWebコンテンツを切り取って送ることができる．携

帯端末では，チャットメッセージや切り取ったWebコンテンツ

の履歴を閲覧したり，検索クエリをデスクトップ PCに送るこ

となどが行える．利用デバイスに携帯電話を用いることで，室

内に限らず，様々なシチュエーションでシステムを利用できる

ことを目的としている．

2. 2 同一場所における協調Web検索支援

Amershiら [1]は 1台のデスクトップ PCと複数台のマウス，

携帯端末を用いた協調Web検索を支援するシステムを提案し

ている．ユーザは各自のマウスを用いてそれぞれのカーソルを

操作し，検索クエリや閲覧ページ候補をキューに貯めることで

作業を分担して協調Web検索を行える．携帯端末はマウスと

同様の操作に加えて，自身の入力インタフェースから検索クエ

リをデスクトップ PCに送ったり，検索結果を端末画面に表示

できる．また，閲覧ページに対する簡単なメモをページのURL

やタイトルなどの情報と共にサマリとして保存することで，検

索作業の成果を後で確認できる．このシステムでは，各ユーザ

が公平に協調Web検索に参加し，作業を分担することを目的

としている．

上記の研究 [1] [9] [10] [11]では，携帯端末のみによる協調Web

検索は想定しておらず，携帯端末特有のインタフェースの制限

について考慮されていない．筆者らの研究グループではこれま

でに複数の携帯端末を用いた協調WWW 閲覧システム [6] を

提案している．協調WWW閲覧システムでは，PC用のWeb

ページを携帯端末の画面サイズに合わせて分割し，各端末に分

配する．これにより，画面サイズが制限されている携帯端末を

持ち合わせることで，画面サイズより大きいWebページを閲



覧できる．本研究では，Web検索の支援，特にコンテンツ比較

の支援を目的としている点で，文献 [6]とは異なる．

3. 準 備 実 験

同一場所にいる複数ユーザが携帯端末のみを用いて行う協調

Web検索では，作業のプロセスやユーザの端末操作が，デスク

トップ PCを用いた協調Web検索と大きく異なる．本章では，

携帯端末を用いた協調Web検索の特徴を検証するために行っ

た準備実験について述べる．

3. 1 実 験 内 容

被験者は大学生 4名のグループで，テーブルに向かい合って

座り，各自の携帯電話に搭載されているWebブラウザを用い

て，1つの共通のテーマに対して，全員の合意が得られるよう

な情報を検索してもらった．携帯端末のみを用いた協調Web

検索の特徴を観察するために，作業中は被験者には自由に発言

してもらうなど，できるだけ自然に協調作業を行ってもらい，

Web検索の目的を達成した時点で実験終了とした．実験後アン

ケート調査を行い，実際の作業中に不便に思ったことなど，自

由に感想を述べてもらった．

3. 2 観 察 結 果

まず被験者らは，協調Web検索の目的に合致したWebペー

ジについて個別に検索を開始した．このとき被験者らは自身の

端末操作に集中しており，ほとんど発言しなかった．検索中に

気になるコンテンツを見つけると，近くにいる被験者に端末画

面を向けて，口頭で説明を加えることでコンテンツ内容につい

て意見を求めた．肯定的な意見をもらったコンテンツは端末に

保存した．また，検索中に他の被験者らがどのようなコンテン

ツを閲覧しているのかが気になり，自分にも画面を見せるよう

要求する場面が見られた．その後，被験者らは各自保存したコ

ンテンツを持ち寄って比較した．このとき，ある一つの保存コ

ンテンツに注目する場合，端末画面を順番に回して閲覧するか，

一度に端末画面に群がって閲覧した．ある保存コンテンツに対

してグループの同意が得られると，それを最終的な目的情報と

して実験を終了した．

3. 3 協調Web検索の流れ

3.2 節の観察の結果，協調Web 検索には，単独検索フェー

ズ，意見交換フェーズ，候補比較フェーズの 3段階があり，こ

れらのフェーズ間を遷移して協調作業が進むことがわかった (図

1)．協調Web 検索を開始すると，まず単独検索フェーズに入

る．ここでは，ユーザは個別に目的の情報を検索する．気にな

るコンテンツがあればユーザはそれを端末に保存し，次の情報

を求めて再度検索する．気になるコンテンツを発見し，他ユー

ザの意見を聞くときは意見交換フェーズに遷移する．ここでは，

発見したコンテンツに対する他ユーザの意見を聞き，評価が良

いコンテンツは端末に保存し，再度単独検索フェーズに遷移す

る．ある程度保存したコンテンツが貯まると，候補比較フェー

ズに遷移する．ここでは，各自が保存した候補コンテンツを見

せ合って比較・検討し，その中から皆の同意が得られるコンテ

ンツを決定し，協調作業は終了する．もし，グループが候補コ

ンテンツに納得できない場合は，再び単独検索フェーズに遷移
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フェーズ

候補比較
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意見交換

フェーズ

気になるコンテンツ発見
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コンテンツを

端末に保存

図 1 協調Web 検索の流れ

し，候補コンテンツを探索する．

3. 4 考 察

本節では，実験から得られた結果から，協調Web検索支援

における要件を考察する．

実験後実施したアンケート調査の結果から以下のような意見

が得られた．

• 保存した複数のコンテンツを他ユーザに見せる動作は手

間である．

• ブラウザではページ全体しか保存できないが，その中で

注目して欲しい箇所は一部分である．

• 検索中は他ユーザの閲覧履歴，検索クエリ，辿ったリン

クなどの検索作業に関する情報を知りたい．

• コンテンツに対する他ユーザからの意見や評価は，後で

見返せるようにしたい．

まず，被験者らの意見の中で最も大きな問題であったのは，

候補比較フェーズにおいて画面を見せ合う際の煩わしさであっ

た．口頭の説明だけでは伝わらない画像コンテンツのニュアン

スなど，画面を見せ合うことで共有できる情報量は多い．しか

し，携帯端末はデスクトップ PCと異なり画面サイズが小さい

ため，一度に多くのユーザに画面を見せることができないこと，

画面を見せている時は端末の操作が困難であること，といった

問題点がある．そこで，本稿では特に候補比較フェーズに注目

し，候補比較フェーズにおけるコンテンツ比較を支援すること

を考える．

また，被験者らの意見から，単独検索フェーズにおいて，(1)

簡潔な操作でWebページの中から注目箇所のみを保存できる

こと．単独検索フェーズ，意見交換フェーズにおいては，(2)他

ユーザの閲覧履歴や検索クエリなどの検索作業に関する情報を

共有できること．(3)ユーザの意見や評価をコンテンツに付加

できること，が必要であることがわかった．

ここで，(1)について，Webページ中にはユーザの興味と無

関係な情報が多く含まれているため，ユーザが保存したいコン

テンツに絞って保存できるようにする必要がある．(2)につい

ては，端末を見せる際にユーザが口頭でコンテンツや探索経緯

などの説明を加えることである程度補完できると考えられる．

(3)については，ユーザから意見や評価をコンテンツに手作業

で付加するのは煩わしいため，簡潔な操作でそれらを付加でき



るようにする必要がある．

本研究では，以上の要求を満たす，コンテンツの比較を支援

するインタフェースを提案する．

4. 提案インタフェース

4. 1 インタフェースの概要

3.4節で述べた要件に基づき，提案インタフェースでは以下

の機能を提供する．

（ 1） 検索中に気になるコンテンツを発見した際に簡潔な操

作で端末に保存できる機能

（ 2） 保存したコンテンツに対するユーザによる順位付け

機能

（ 3） 他ユーザの保存したコンテンツを共有でき，かつ容易

に参照できるようにするため，サムネイルを一覧表示する機能

（ 4） コンテンツを容易に比較するための，保存時刻，URL，

順位の条件による共有コンテンツの整理，絞込み機能

これらの機能を提供することでユーザによる候補コンテンツの

保存，比較・検討を支援する．以下にそれぞれの機能の詳細に

ついて述べる．

4. 1. 1 コンテンツのクリッピング機能

まず，システムは閲覧中のWebページをコンテンツ毎に分

割 [5] し，これをユーザによるコンテンツの指定単位とする．

ユーザが保存したいコンテンツを指定すると，その座標を基

に，自動的に該当コンテンツのみを保存する (図 2)．本稿で

は，ユーザによるこの操作をクリッピングと呼ぶ．これにより，

Webページ全体でなく，簡潔な操作で気になるコンテンツを保

存できる．連帯感を高めるため，あるユーザがコンテンツを保

存すると，他ユーザにもコンテンツが保存された旨が通知され

る．このとき，保存時刻や，コンテンツを保存したWebペー

ジの URLの情報をメタデータとして付加する．保存したコン

テンツは，検索中もサムネイルを一覧表示して参照できる．

4. 1. 2 ユーザによる順位付け機能

ユーザは保存したコンテンツを評価し，順位付けを行う．こ

こで評価とは，収集したコンテンツに対するユーザの主観によ

るお勧め度に応じた，1位から 3位まで順位付けとする．付加

された順位は，後述の共有コンテンツの整理，絞込みに利用さ

れる．

4. 1. 3 共有コンテンツのサムネイル一覧表示機能

コンテンツの比較を容易にするため，協調Web検索に参加

するメンバーが保存したコンテンツは各自の端末に分配され，

ユーザはメンバーが保存したコンテンツも閲覧できる．多数の

コンテンツを複数のユーザ間で分かりやすく提示するため，コ

ンテンツのサムネイルを横一列に並べ，スクロールしたい方向

に，端末の方向キーを押す，またはタッチスクリーンを持つ端

末の場合，画面上で指をスライドさせることで，サムネイルを

連続的に表示する．このとき，スクロール操作と閲覧するサム

ネイル一覧はユーザ間で同期させる．例えば，図 3 において，

ユーザ Aがコンテンツ 2，ユーザ Bがコンテンツ 4を閲覧して

おり，ユーザAまたは Bが画面上で左にスライドすると，ユー

ザ Aにコンテンツ 3，ユーザ Bにコンテンツ 5が表示される．

保存コンテンツ

・・・
クリッピングしますか？YES NO

図 2 クリッピング機能

ユーザA

コンテンツ1

ユーザB

コンテンツ3

コンテンツ5

コンテンツ2 コンテンツ4

ユーザA

コンテンツ3

図 3 サムネイル一覧表示

サムネイル一覧内から，注目して欲しいコンテンツを見つけた

ユーザは，それを選択することで，グループの端末全体に該当

コンテンツを表示させることができる．

これにより，ユーザは共有コンテンツを分担して閲覧でき，

共有コンテンツの中から注目して欲しいコンテンツをグループ

で協調して探索，閲覧できる．

4. 1. 4 共有コンテンツの整理，絞込み機能

本機能では，ユーザによって条件が指定されると，共有コン

テンツ中からその条件を満たすものに絞って，サムネイル一覧

表示によって提示する．

指定可能な条件には，コンテンツの保存時刻，URL，ユーザ

によって付加された順位がある．保存時刻が選択されると，コ

ンテンツ全体を時系列でソートする．時系列順で閲覧すること

で，検索の流れを追いながらコンテンツを比較できる．URLが

選択されると，コンテンツを保存したWeb ページの URL ド

メイン一覧を表示する．ドメインで絞り込むことで，コンテン

ツを収集したサイト単位でコンテンツを比較できる．またユー

ザのお勧め順位が選択されると，各ユーザの順位 1 位のもの，

2位以上のものに絞って提示する．図 4は，順位 1位のもので

条件検索し，提示する様子を示している．

4. 2 設計と実装

本節では，提案インタフェースの設計と実装について述べる．

提案インタフェースは，各ユーザの端末操作とグループ全体の

動作管理が必要であるため，サーバ/クライアント型アーキテ

クチャとして設計した．システムの概要を図 5に示す．以下で
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図 4 共有コンテンツの整理，絞込み

はサーバとクライアントを構成する各モジュールについて説明

する．

4. 2. 1 サーバの構成

サーバは，ページ処理部，コンテンツ抽出部，グループメッ

セージ管理部と各クライアント毎のメッセージ管理部から成る．

[ページ処理部] ページ処理部は，ユーザが要求したURLを受

け取ると，それに対応したWebページを取得する．Webペー

ジを取得すると，コンテンツ抽出部にコンテンツの座標，幅，

高さ，URL，索引番号およびコンテンツ画像からなるコンテン

ツ情報を抽出するように要求する．

[コンテンツ抽出部] コンテンツ抽出部は，Webページを受け

取るとコンテンツを抽出し [5]，コンテンツ情報をページ処理部

へ送る．

[メッセージ管理部] メッセージ管理部は，1 つのクライアン

トとのメッセージの送受信を管理する．受信メッセージには，

WebページのURL要求およびクライアントの操作情報がある．

送信メッセージには，クライアントの操作情報と，Webページ

やコンテンツ情報の画像データがある．1つのクライアントに

対して常にメッセージを待機し，受信したメッセージはグルー

プメッセージ管理部に送信する．グループメッセージ管理部か

ら送信要求が発生した場合，送信すべきクライアントに対して

メッセージを送信する．

[グループメッセージ管理部] グループメッセージ管理部は，

メッセージ管理部から受信したメッセージがクライアント個別

のものか，グループ全体に分配送信すべきかを判断する．クラ

イアント個別のメッセージとはWebページの要求であり，ペー

ジ処理部に要求された URLを渡す．グループ分配のメッセー

ジとはコンテンツ情報の要求，コンテンツに付与する順位，コ

ンテンツ共有時の同期スクロール操作情報であり，全てのクラ

イアントのメッセージ管理部にメッセージを送信する．

4. 2. 2 クライアントの構成

クライアントは入力管理部，メッセージ管理部，ページ管理

部，ページ表示部，サムネイル表示部からなる．

[入力管理部] 入力管理部は，ユーザにより端末から入力され

た操作情報を管理する．ページ表示部から，ユーザが選択した

Webページの URLおよびコンテンツ情報を要求するメッセー

ジを作成し，メッセージ管理部に送信する．ユーザにより入力

されたコンテンツの順位情報およびスクロール操作情報のメッ

セージを作成し， メッセージ管理部に送信する．また，メッ

セージ管理部から受信した操作情報メッセージをページ表示部

またはサムネイル表示部に送信する．

[メッセージ管理部] メッセージ管理部は，サーバとのメッセー

ジの送受信を管理する．サーバからのメッセージ受信を待機

し，操作情報メッセージを受信すると入力管理部に，画像デー

タメッセージを受信するとページ管理部に送信する．入力管理

部からメッセージを受け取ると，サーバのメッセージ管理部に

送信する．

[ページ管理部] ページ管理部は，メッセージ管理部から受け

取ったWebページやコンテンツ情報の画像データを管理する．

また，ユーザにより入力された操作情報に応じて，ページ表示

部やサムネイル表示部にWebページやコンテンツ画像を作成

し送信する．

[ページ表示部] ページ表示部は，ページ管理部から受信した

Web ページを画面に表示する．ユーザがリンクを選択すると

URLの要求を，コンテンツを選択するとコンテンツのインデッ

クスとページの URLを，入力管理部に送信する．

[サムネイル表示部] サムネイル表示部は，入力管理部から受

信した操作情報に応じて，ページ管理部から受信したコンテン

ツ情報のサムネイルを表示する．

4. 3 システムの動作

以下に，ユーザが (i)Webページをリクエストしてから，(ii)

コンテンツを保存し，(iii)それらに順位付けし，(iv)グループ

で同期して比較，さらに (v)付与した順位で絞込み比較するま

でのシステムの流れを示す．

(i)Webページのリクエスト

ユーザが閲覧したいWebページの URLを入力すると，入力管

理部はその URLをメッセージ管理部を通してサーバに送信す

る．サーバのページ処理部は，要求されたWebページを取得

し，コンテンツ抽出部でコンテンツを抽出する．コンテンツ抽

出部は，コンテンツ情報をページ処理部に渡す．グループメッ

セージ管理部は，ページ処理部で作成したWebページ画像と

コンテンツ情報を要求したユーザに送信する．クライアントは，

受信したコンテンツ情報とWebページ画像を，ページ管理部で

保存し，Webページ画像をページ表示部でユーザに提示する．

(ii)コンテンツの保存

ユーザは提示されたページ画面から，保存したいコンテンツを

選択する．選択されたコンテンツのインデックスと URLおよ

びユーザ名は，入力管理部からメッセージ管理部を通してサー

バに送信される．グループメッセージ管理部は，ページ処理部

から受け取ったコンテンツ情報を，接続しているクライアント

全体に分配送信する．クライアントのメッセージ管理部は，受

信したコンテンツ情報をページ管理部に渡し，保存する．

(iii)保存コンテンツへの順位付け

ユーザがページ表示部から保存コンテンツの参照を選択すると，

クライアントのページ管理部は，自身が保存したコンテンツ情

報のみをサムネイル表示部に渡し，ユーザに提示する．ユーザ

は一覧からコンテンツを選択し，順位を付与する．コンテンツ
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図 5 システム構成図

のインデックスと付与された順位は順位情報として，入力管理

部からメッセージ管理部を通してサーバに送信される．サーバ

のグループメッセージ管理部は，順位情報をクライアント全体

に分配送信する．クライアントのページ管理部は受け取った順

位情報を保存する．

(iv)グループで同期したコンテンツ比較

ユーザがサムネイル表示部からコンテンツの共有を選択すると，

クライアントの入力管理部がメッセージ管理部を通してコンテ

ンツの共有の開始を表す操作情報をサーバに送信する．グルー

プメッセージ管理部は，操作情報をクライアント全体に分配送

信する．共有の開始の操作情報を受信したページ管理部は，こ

れまで保存したコンテンツの情報と順位から一覧を作成し，サ

ムネイル表示部でユーザに提示する．ユーザがスクロール操作

を行うと，操作情報が入力管理部からメッセージ管理部を通し

てサーバに送られる．サーバのグループメッセージ管理部は，

受け取ったメッセージをクライアント全体に分配送信する．ク

ライアントは，受信した操作情報を入力管理部とページ管理部

に渡す．ページ管理部は，グループで保存した全てのコンテン

ツからサムネイルを作成してサムネイル表示部に送信し，ユー

ザに提示する．

(v)付与した順位による絞込み比較

ユーザがサムネイル表示部から整理条件の順位を選択すると，

入力管理部がメッセージ管理部を通して，条件順位のメッセー

ジをサーバに送信する．グループメッセージ管理部は，メッセー

ジをクライアント全体に分配送信する．メッセージ管理部は，

受信した条件順位のメッセージをページ管理部に渡す．ページ

管理部は，保存したコンテンツの中から該当する順位のコンテ

ンツ一覧を作成し，ユーザに提示する．

4. 4 実 装

以上の設計を基に，提案インタフェースの実装を行った．

Visual Studio .NET Visual C# 言語を用いて，サーバはWin-

dows XPマシン上に，クライアントはWindows Mobile 6.0を

搭載した hpの iPAQ 212 Enterprise Handheld上に実装した．

5. 評 価 実 験

本章では，実装した提案インタフェースの有効性を確認する

ために行った，被験者による利用評価について述べる．

5. 1 実 験 環 境

被験者は，20代の男女 9名で，男性 8名，女性 1名である．

本実験では提案インタフェースと，比較のために実装した比較

インタフェースを用いて，指定したテーマのもと，協調Web

検索を行ってもらった．比較インタフェースでは，提案インタ

フェースと同様にブラウジングを行え，コンテンツをクリッピ

ングする機能のみ利用できる．クリッピングしたコンテンツの

閲覧および比較はユーザが画面を見せ合うことで行う．これに

より，提案インタフェースがコンテンツの比較を支援できてい

るかを評価する．

実験では，提案インタフェースは共有コンテンツ閲覧時のス

クロール操作ログを，比較インタフェースは保存コンテンツ閲

覧時の画面操作ログと被験者同士実際に画面を見せ合った回数

を記録した．

5. 2 実 験 手 順

被験者 9名を 3名ずつの 3グループに分け，異なる 2種類の

課題を，それぞれ提案インタフェースと比較インタフェースを

利用して実行してもらった．被験者らには，まず操作方法に慣

れてもらうために適当なページで提案インタフェースを利用し



表 1 提案インタフェースに関するアンケート内容

以下の質問に答えてください

Q1. 提案手法と比較手法どちらが比較が容易に感じましたか？

Q2. 共有コンテンツの順位による絞込み機能により目的の情報を

探す際，比較手法に比べ端末操作が軽減されましたか？

Q3. 共有コンテンツ閲覧時の同期スクロールを用いた比較により，

比較手法に比べ円滑な議論が行えましたか？

Q4. どちらがより活発な議論を行えましたか？

て協調Web閲覧してもらった．そして，飲食店検索サイトを

用いて，研究室の宴会のための店舗を，距離の離れた 2つの街

を想定し，検索してもらった．課題では，候補となる複数の店

舗をグループで比較しながら 1つに決定する状況を想定してい

る．同じ街で 2度検索すると，店舗内容が重複し，評価に影響

を与える可能性があるため，異なる 2つの街を対象とした．ま

た，提案インタフェースでは，共有コンテンツの整理，絞込み

機能のうち，順位による絞込みを利用してもらうことにした．

課題は，グループで合意する店舗が見つかった時点で終了とし

た．課題終了後，グループが保存した全コンテンツ画像の一覧

を大型ディスプレイ上に提示し，その中から候補の比較・検討

を行い，再度最終的な候補となるコンテンツを選んでもらった．

また最後に，表 1に示すアンケートに答えてもらった．

5. 3 実験結果と考察

アンケートの結果，Q1に関して，被験者 9名全員が提案イ

ンタフェースの方が比較が容易であったと答えた (表 2)．被験

者から，クリッピングしたコンテンツをグループで共有できる

ことが有効，相手の端末画面を覗く必要がなく閲覧が容易とい

う意見が得られた．一方で，クリッピングしたコンテンツにも

URLなどの情報が必要という意見もあった．

Q2に関して，結果は表 3のようになり，共有コンテンツ中

からユーザの評価が高いコンテンツに絞って閲覧，比較するこ

とで，比較時の端末操作は概ね軽減できたと言える．今回の実

験では，被験者 1人当たり約 4枚程度のコンテンツしかクリッ

ピングしていなかったが，共有コンテンツの数が多くなった場

合，提案インタフェースは有効であると考えられる．

Q3に関して，結果は表 4に示すようになった．被験者から，

同期スクロールは強制的に他人の画面も動くため，閲覧したい

箇所をじっくり閲覧できない，自分の操作スペースは常に必要，

同期スクロールを必要とする時としない時を切り替えることが

できると有効，という意見が得られた．共有コンテンツ閲覧時

はスクロール動作がグループで同期しているため，ユーザ同士

が協力してスクロールする必要があり，連帯感は高まるものの，

予期せぬ他ユーザのスクロール操作によって閲覧が妨げられる

ため，同期スクロールが必ずしも適切であるとは限らない．そ

こで，共有コンテンツの比較時も，ユーザ毎に任意にスクロー

ル操作を同期するか単独で操作するかを選択可能にし，個人に

よる閲覧の選択肢を確保する必要がある．

Q4に関して，結果を表 5に示す．グループで保存したコン

テンツを共有し，容易に自身の端末で閲覧できるようにしたこ

とで，グループ内の意識の共有を補助でき，活発な意見交換を

表 2 Q1 のアンケート結果

評価 提案インタフェース 比較インタフェース

回答数 9 0

表 3 Q2 のアンケート結果

評価 1:変わらない 2 3 4 5:軽減された

回答数 0 0 4 4 1

表 4 Q3 のアンケート結果

評価 1:議論が妨げられた 2 3 4 5:円滑な議論を行えた

回答数 0 1 6 1 1

表 5 Q4 のアンケート結果

評価 比較インタフェース 変わらない 提案インタフェース

回答数 1 1 7

促進できたものと考えられる．一方で，比較インタフェースを

選んだ被験者から，画面を見せる動作が議論を促すきっかけに

なるという意見が得られた．現在の実装では，ユーザが閲覧し

ているコンテンツを指定することで，グループ全体にそのコン

テンツを表示し，同時に閲覧することで議論のきっかけとして

いるが，よりユーザの注意を引くバイブレーションなどによる

操作情報の共有により，同様の効果を実現できると考えられる．

6. ま と め

本研究では，複数ユーザが各自の携帯端末を用いて行う協調

Web検索において，コンテンツ比較を支援するインタフェース

を提案した．携帯端末を用いた協調Web検索では，コンテン

ツの比較・検討を行う際に，簡潔な操作でWebページの中から

注目箇所のみを保存できること，コンテンツにユーザの意見や

評価を容易に付加できること，端末画面を他ユーザに見せるこ

となく，グループ内の誰でも他ユーザの保存したコンテンツが

閲覧できるようにすること，が必要である．本研究ではこれら

の要件を満たすコンテンツ比較支援機能の設計と実装を行った．

今後の課題として，保存したコンテンツに対するユーザの順

位付けに，コンテンツの具体的な内容に対する詳細な評価 (料

金が高い，場所が近いなど)を可能にすること，それらの詳細

な評価結果に基づいて共有コンテンツの検索を可能とすること

などが挙げられる．さらに，詳細な評価実験を行うことを検討

している．
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